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事故 災害
─Natural Disasters and Their Damages─

2
0
2
4（
令
和
6
）
年
元
日
午
後
4

時
10
分
に
、
３
年
前
か
ら
連
続
地
震
が
生

じ
て
い
た
能
登
半
島
に
お
い
て
、M
7
・

6
の
大
地
震
が
発
生
し
、
石
川
県
羽は

咋く
い

郡ぐ
ん

志し

賀か

町ま
ち

お
よ
び
輪
島
市
で
最
大
震
度
7
を

記
録
し
た
。
断
層
周
辺
で
は
地
殻
変
動
、

沿
岸
の
平
地
で
は
液
状
化
、
山
間
部
で
は

土
砂
崩
れ
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、建
物
の
倒

壊
に
加
え
て
火
災
、
山
間
部
で
河
道
閉へ
い

塞そ
く

、

沿
岸
へ
は
津
波
が
来
襲
し
、
電
気
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
、
道
路
、
橋
、

港
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
被
害
が
生
じ
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
、
被
害
が
連
鎖
し
て
い
く
複
合

災
害
で
あ
り
、
建
物
の
耐
震
化
や
防
火
装

置
の
強
化
な
ど
事
前
の
対
応
も
含
め
て
課

題
を
残
し
た
。
今
回
の
被
災
地
が
半
島
の

先
端
部
の
平
地
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
た

め
、
中
山
間
地
の
集
落
に
つ
な
が
る
道
路

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
集

落
の
孤
立
な
ど
が
多
く
発
生
し
た
。
さ
ら

に
、
被
災
地
へ
の
迅
速
な
支

援
が
円
滑
に
進
ま
な
い
状
況

に
な
り
、
地
域
の
根
幹
を
な

す
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
課
題
点
な
ど
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

土
木
学
会
で
は
、
発
災
後

1
月
2
日
よ
り
、
交
通
網
の

厳
し
い
被
害
状
況
な
ど
に
留

意
し
つ
つ
、
必
要
な
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
震

工
学
委
員
会
が
速
報
会
、
海

岸
工
学
委
員
会
が
調
査
報
告

会
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
の

た
び
、
今
後
の
復
旧
・
復
興

を
適
切
に
進
め
て
い
く
た
め

﹇
団

長
﹈
田
中
茂
義
フ
ェ
ロ
ー
会
員

第
1
1
1
代
土
木
学
会
会
長
、
大
成
建
設
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長

﹇
副
団
長
﹈
今
村
文
彦
フ
ェ
ロ
ー
会
員

土
木
学
会
副
会
長
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
教
授

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

土
木
学
会
会
長
を

団
長
と
す
る
会
長
特
別
調
査
団
に
よ
る
報
告

団　長 田中 茂義 （公社）土木学会 会長（大成建設（株））
副団長 今村 文彦 （公社）土木学会 副会長（東北大学）
団　員 家田 仁 政策研究大学院大学 

大原 美保 東京大学 
北野 利一 名古屋工業大学 
小林 俊一 金沢大学 
酒井 久和 法政大学 
多々納 裕一 京都大学 
由比 政年 金沢大学 
三輪 準二 （公社）土木学会 専務理事 

表1　構成メンバー 

図1　 珠洲市および輪島市を中心とした視察の経路（出典：地理院地図（電子国土
Web）に視察箇所、経路を追記して作成）

1日目
2日目

珠洲市宝立町
（津波浸水箇所）

珠洲市真浦町
（国道249号 逢坂トンネ
ル付近大規模崩落箇所）

輪島市河井町
（被災市街地）

輪島市熊野町
（河原田川
河道閉塞箇所）

TANAKA Shigeyoshi（写真右）
1979年東京大学工学部土木工学科卒業、同年大成建設
（株）入社。以降、橋梁などの土木構造物の設計・施工に
従事。2008年東京支店土木部長、2010年九州支店長、
2015年土木本部長などを経て、2023年より現職。

IMAMURA Fumihiko（写真左）
東北大学大学院工学研究科博士後期課程修了。同大学附
属災害制御研究センター助教授、同教授を経て、2014
年より2023年まで災害科学国際研究所長。専門は津波
工学および自然災害科学。
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に
、
田
中
茂
義
会
長
を
団
長
と
し
、
地
震

工
学
、
地
盤
工
学
、
海
岸
工
学
、
津
波
工

学
、
土
木
計
画
学
、
イ
ン
フ
ラ
学
・
国
土
学

な
ど
の
広
い
関
係
分
野
の
専
門
家
で
構
成

さ
れ
る
「
会
長
特
別
調
査
団
」
を
現
地
に

派
遣
し
、
発
災
か
ら
約
１
カ
月
後
の
2
0

2
4
年
2
月
5
日
〜
6
日
に
か
け
て
、
珠す

洲ず

市
お
よ
び
輪
島
市
で
の
被
災
箇
所
の
調

査
を
行
っ
た
（
図
1
）
。
具
体
的
に
は
珠
洲

市
宝ほ
う
り
ゅ
う
ま
ち

立
町
（
津
波
浸
水
箇
所
）
お
よ
び
同

市
真ま

浦う
ら

町ま
ち（
国
道
2
4
9
号
逢
坂
ト
ン
ネ

ル
付
近
の
大
規
模
崩
落
箇
所
）
、
輪
島
市

熊く
ま

野の

町ま
ち（

河か
わ
ら
だ
が
わ

原
田
川
の
河
道
閉
塞
箇
所
）
、

同
市
河
井
町
（
被
災
市
街
地
、
大
規
模
火

災
お
よ
び
ビ
ル
倒
壊
現
場
）
で
あ
る
。
現

場
へ
の
交
通
状
況
も
困
難
を
極
め
時
間
を

要
し
た
が
、
移
動
の
車
中
で
も
議
論
を
重

ね
て
所
見
を
ま
と
め
て
い
っ
た
。
こ
の
現

場
調
査
の
後
、
馳は
せ

浩
石
川
県
知
事
を
表
敬

訪
問
し
、
そ
の
後
、
石
川
県
庁
内
で
記
者

会
見
を
開
催
し
た
。
今
回
の
地
震
災
害
の

特
徴
、
二
次
被
害
の
抑
制
お
よ
び
復
旧
・

復
興
の
迅
速
化
、
復
旧
・
復
興
の
あ
り
方
、

最
後
に
今
後
に
向
け
た
所
見
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
こ
の
内
容
は
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
即
時
に
掲
載
し
た
。

写真1
珠洲市宝立町（津
波浸水箇所、強震、
液状化に津波が複
合化して被災した
エリア）

写真3
輪島市熊野町（河
原田川の河道閉
塞箇所。2007年
地震での復旧箇
所を含む広域で
土砂崩壊が発生）

写真2　 珠洲市真浦町（国道249号逢坂トンネル付近の大規模崩落箇所）

輪

河
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写真4　輪島市河井町 被災市街地（上：広域火災の現場、下：ビル倒壊の状況）
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協
力
者
：
国
土
交
通
省
、
北
陸
地
方
整
備
局
、
石
川
県
、
珠

洲
市
、輪
島
市

謝

辞
：
本
調
査
に
あ
た
り
、
国
土
交
通
省
、
北
陸
地
方
整

備
局
、
石
川
県
、
珠
洲
市
、
輪
島
市
お
よ
び
関
係
す
る
諸
機

関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
。 写真8　調査団メンバーと支援をいただいた方々

写真7　記者会見で発言する田中茂義会長

写真6　馳浩石川県知事への表敬訪問 写真5　バス車内での会議




